
張
家
山
漢
簡
《
津
三
品
》
と
漢
墓
簡
順

伝
と
致
の
情
報
伝
達

藤
　
田
　
勝
久

　
は
じ
め
に

　
漢
代
の
交
通
と
「
伝
」
の
形
態

二
　
「
伝
」
と
「
致
」
の
形
態
一
随
行
物
の
証
明
書

三
　
関
所
の
通
行
と
漢
墓
簡
樋

　
お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
工
）

　
中
国
の
出
土
資
料
は
、
そ
の
出
土
状
況
に
よ
っ
て
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
は
、
甘
冠
省
の
敦
煙
、
居
延
漢
簡
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
西
北
フ
ィ
ー
ル
ド
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
百
計
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
漢
武
帝
期
よ
り
以
降
の
行
政
文
書
が
多
い
。
二
は
、

古
墓
に
副
葬
さ
れ
た
転
置
、
洋
書
な
ど
で
、
戦
国
、
秦
漢
時
代
の
文
書
や
書
籍
な
ど
で
あ
る
。
三
は
、
二
〇
世
紀
末
か
ら
発
見
さ
れ
は
じ

め
た
井
戸
の
萎
々
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
故
城
の
官
府
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
点
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
遺
跡
の
文
書
な
ど
と
共
通
す
る
性
格



を
も
っ
て
お
り
、
三
代
の
里
耶
秦
簡
が
も
っ
と
も
早
く
、
前
漢
、
後
漢
、
三
国
呉
簡
へ
と
つ
づ
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
簡
腰
・
吊
書
の
研
究
は
、
歴
史
学
や
思
想
史
の
分
野
に
よ
っ
て
、
そ
の
関
心
が
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
歴
史
学
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

行
政
文
書
の
分
類
や
、
睡
虎
地
雷
簡
と
張
家
山
漢
簡
な
ど
の
法
令
を
中
心
と
し
て
、
法
制
史
な
ど
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
古
墓
の
書
籍
は
、
漢
代
学
術
に
か
か
わ
る
資
料
と
し
て
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
思
想
史
の
分
野
で
は
、
む
し

ろ
古
廟
の
資
料
で
あ
る
郭
粗
卑
簡
や
、
上
海
博
物
館
蔵
楚
簡
、
馬
革
堆
漢
墓
吊
書
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
思
想
の
成
立
や
、
書
誌
学
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

研
究
が
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。
し
か
し
両
者
を
結
ぶ
視
点
は
少
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
資
料
は
、
当
時

に
保
存
さ
れ
た
り
廃
棄
さ
れ
た
も
の
が
、
偶
然
に
発
見
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
に
対
し
て
、
古
津
の
資
料
は
、
人
々
が
意
識
的
に
副
葬
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
性
格
の
相
違
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
簡
檀
二
聖
書
の
研
究
で
は
、
出
土
状
況
や
関
心
の
違
い
を
こ
え
て
、
そ
れ
を
社
会
の
な
か
で
全
体
的
に
位
置
、
、
つ
け
よ
う
と

す
る
視
点
は
少
な
い
σ
そ
れ
で
は
古
代
社
会
の
な
か
で
、
出
土
資
料
を
全
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
、
そ
れ
を
読
み
解
く
一
つ
の
視
点
と
し
て
、
資
料
が
も
つ
「
情
報
の
伝
達
」
、
す
な
わ
ち
発
信
と
受
容
と
い
う
点
に
注
目
し
て
い
る
。

つ
ま
り
資
料
は
、
誰
か
が
作
成
し
て
発
信
し
、
そ
れ
を
誰
か
に
伝
達
す
る
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
い
る
。
中
国
古
代
で
は
、
『
史
記
』
や

伝
来
の
文
献
は
、
そ
の
最
終
的
な
記
述
を
収
録
し
て
い
る
が
、
出
土
資
料
は
、
そ
の
出
土
状
況
や
形
態
に
よ
っ
て
、
社
会
の
な
か
で
情
報

が
伝
達
さ
れ
る
過
程
を
直
接
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
れ
ば
、
行
政
文
書
や
、
古
墓
の
資
料
と
い
う
区
別
を
こ
え
て
、
両
者

を
結
ぶ
社
会
的
な
視
点
が
提
示
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
そ
の
と
ぎ
｝
つ
の
分
野
と
な
る
の
は
、
行
政
機
構
で
順
次
送
ら
れ
る
文
書
と
は
違
っ
て
、
人
び
と
の
移
動
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
公
私

の
情
報
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
は
、
「
伝
」
と
呼
ば
れ
る
通
行
証
で
あ
る
。
と
く
に
公
用
の
「
伝
」
は
官
府
が
発
給
し
、
旅
行
者
が

携
帯
し
て
関
所
な
ど
を
通
過
し
、
車
馬
や
宿
舎
、
食
事
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
交
通
に
か
か
わ
る
情
報
の
伝
達
が
う



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
ね

か
が
え
る
。
ま
た
「
伝
」
の
形
態
は
、
大
庭
脩
氏
や
中
国
の
研
究
者
が
考
察
し
て
い
る
が
、
大
庭
氏
の
独
創
的
な
点
は
、
古
事
か
ら
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
た
簡
腰
に
、
伝
と
似
た
内
容
（
告
地
券
、
告
地
者
な
ど
）
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
冥
土
へ
の
旅
券
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
現
実
の
交
通
と
、
古
杉
に
埋
葬
さ
れ
た
擬
制
文
書
と
の
か
か
わ
り
を
指
摘
し
て
お
り
、
ま
さ
に
遺
跡
と
古
語
の
資
料
を
結
ぶ
視

点
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
か
ん
　
　
（
7
）

　
大
庭
脩
氏
が
、
こ
う
し
た
見
解
を
発
表
さ
れ
た
あ
と
、
張
家
山
漢
簡
《
津
丁
令
》
や
、
敦
焼
懸
泉
置
漢
簡
な
ど
の
資
料
が
追
加
で
き
る

　
　
　
　
（
8
）

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
あ
ら
た
め
て
漢
代
の
交
通
と
「
伝
」
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
と
き
「
伝
」
と
並
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
＞

同
じ
よ
う
な
用
途
を
も
つ
と
い
わ
れ
る
「
致
」
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
。
そ
の
上
で
、
地
上
の
交
通
に
み
え
る
「
伝
」
「
致
」
と
、

古
墓
の
球
面
資
料
と
の
か
か
わ
り
を
再
検
討
し
、
社
会
の
な
か
で
出
土
資
料
を
位
置
づ
け
る
接
点
を
見
い
だ
し
た
い
と
お
も
う
。

「
　
漢
代
の
交
通
と
「
伝
」
の
形
態

　
漢
代
の
初
期
で
は
、
水
陸
の
関
所
（
水
路
の
津
、
陸
路
の
関
）
を
通
行
す
る
た
め
に
「
伝
」
や
「
符
」
と
い
う
証
明
書
が
必
要
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

た
。
そ
れ
は
漢
簡
《
薄
墨
令
》
に
、
い
く
つ
か
の
規
定
が
み
え
て
お
り
、
す
で
に
李
均
明
、
陳
偉
氏
な
ど
の
考
察
が
あ
る
。

　
　
↓
　
御
史
言
。
越
塞
閾
關
。
論
未
持
重
。
請
閾
出
入
塞
之
津
關
。
受
壷
城
山
春
。
越
塞
。
斬
左
下
（
趾
）
爲
城
下
。
吏
卒
主
者
弗
得
。

　
　
　
　
蹟
耐
。
令
、
昏
○
・
○
。
丞
、
令
史
罰
金
四
爾
。
智
（
知
）
其
請
（
情
）
而
出
入
之
。
及
等
割
面
傷
傳
。
令
以
閾
出
入
者
。
與
同
罪
。

　
　
　
　
非
其
所
□
爲
□
而
子
壷
漏
出
入
津
關
。
以
面
心
○
。
り
傳
令
嗣
令
論
。
及
所
得
傳
者
。
縣
邑
傳
塞
。
及
備
塞
都
尉
、
關
吏
、
官
属
、

　
　
　
　
軍
吏
卒
乗
塞
者
□
其
迄
□
□
□
何
日
□
□
雲
量
□
お
O
塞
郵
、
門
亭
行
書
者
。
得
以
符
出
入
。
・
制
日
、
可
。
心
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
八
八
～
九
一
簡
）

張
家
山
漢
簡
《
津
関
令
》
と
漢
墓
簡
腰

三



四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
だ
り

　
　
　
　
御
史
大
夫
が
言
す
、
「
塞
を
越
え
関
所
を
閾
に
す
る
こ
と
〔
越
塞
、
年
鑑
〕
は
、
論
に
未
だ
（
満
た
す
も
の
が
）
有
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
そ
こ
で
以
下
の
こ
と
を
要
請
い
た
し
ま
す
。
塞
の
津
関
を
（
符
や
伝
が
無
く
し
て
）
閑
に
出
入
す
る
も
の
は
、
鯨
し
て
城
旦
春
と

　
　
　
　
す
る
。
塞
を
越
え
る
も
の
は
、
左
趾
を
斬
っ
て
城
裏
と
す
る
。
／
吏
卒
の
尽
す
る
者
が
逮
捕
で
き
な
け
れ
ば
、
贋
耐
と
す
る
。
〔
県

　
　
　
　
の
〕
令
や
丞
、
令
史
は
罰
金
四
両
と
す
る
。
／
そ
の
事
情
を
知
っ
て
い
な
が
ら
関
所
を
出
入
さ
せ
た
り
、
及
び
人
に
符
や
伝
を
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
い
ま
ま

　
　
　
　
貸
し
与
え
て
、
以
て
閾
に
〔
塞
の
津
関
を
〕
出
入
さ
せ
た
者
は
、
与
に
同
罪
と
す
る
。
／
そ
の
…
…
所
…
…
非
ず
し
て
、
檀
に

　
　
　
　
伝
を
偽
造
し
て
津
関
を
出
入
す
る
も
の
は
、
（
公
文
書
を
偽
造
し
て
使
用
し
た
）
伝
令
・
印
章
を
以
て
論
じ
、
伝
を
偽
造
し
た

　
　
　
　
者
に
も
及
ぼ
せ
。
／
県
勢
の
界
雷
に
あ
る
も
の
、
及
び
備
塞
都
尉
、
関
吏
、
官
属
、
軍
の
吏
卒
で
塞
に
配
置
す
る
者
は
、
…
…

　
　
　
　
其
…
…
日
…
…
牧
…
…
。
／
…
…
塞
の
郵
、
虚
位
で
（
公
文
書
を
伝
送
す
る
）
行
書
の
者
は
、
符
を
も
っ
て
出
入
で
き
る
」
と
。

　
　
　
　
・
制
に
曰
く
可
な
り
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
八
八
～
九
一
簡
）

　
こ
の
条
文
の
閾
に
つ
い
て
、
注
釈
は
『
漢
書
』
汲
賠
伝
に
引
く
壁
厚
注
に
「
無
懸
盤
出
入
為
閑
」
と
あ
る
解
釈
に
し
た
が
う
。
ま
た
越

は
、
集
釈
が
『
唐
律
』
衛
禁
男
の
疏
議
に
「
越
度
者
。
謂
卑
湿
黒
門
、
津
不
由
済
而
度
者
」
と
あ
る
の
を
引
く
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
「
越

塞
、
閑
関
」
と
は
、
関
所
よ
り
以
外
の
他
所
を
通
過
し
た
場
合
と
、
符
や
伝
の
証
明
を
持
た
ず
に
津
関
を
通
過
す
る
場
合
を
指
す
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
本
条
が
追
加
さ
れ
た
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
の
規
定
が
不
十
分
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
「
塞
の
津
関
」
に
対
し
て
明
確
化

し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
本
条
で
は
、
A
閾
関
　
符
や
伝
が
無
く
し
て
閾
に
出
入
す
る
者
を
「
鯨
し
て
城
長
春
」
と
し
、
B

越
塞
”
門
や
渡
し
場
以
外
の
場
所
か
ら
出
入
り
す
る
者
を
「
左
趾
を
斬
っ
て
城
旦
」
と
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を
見
逃

し
た
官
吏
た
ち
に
つ
い
て
も
、
罰
則
の
規
定
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
確
認
で
き
る
の
は
、
1
津
関
の
通
行
に
「
伝
」
や
「
符
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
2
他
人
に
「
伝
」
や
「
符
」
を
貸
与
す
る
場

合
も
同
罪
で
あ
る
こ
と
、
3
「
伝
」
の
偽
造
に
罪
が
あ
る
こ
と
、
4
塞
の
郵
や
門
亭
で
公
文
書
を
伝
送
す
る
者
は
「
符
」
を
用
い
て
よ
い



こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
伝
」
と
「
符
」
に
は
、
用
途
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
「
伝
」
「
符
」
で
は
、
他
人
の
証
明
を
使
っ
た
者
に
も
「
盲
溝
旦
春
」
の
罪
が
あ
る
。

　
　
□
　
相
添
上
内
史
書
言
。
坐
具
誰
（
詐
）
襲
人
符
傳
出
入
塞
之
津
關
。
未
出
入
而
得
。
艶
話
謡
講
春
。
將
吏
智
（
知
）
其
請
（
情
）
。

　
　
　
　
與
同
罪
。
・
御
史
以
聞
。
・
制
心
り
①
日
、
可
。
以
□
落
物
。
お
刈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
九
六
～
九
七
簡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
ま
つ

　
　
□
　
相
国
が
内
宴
の
書
を
上
っ
て
言
う
。
「
請
う
ら
く
は
、
諸
々
の
人
の
符
・
伝
を
詐
っ
て
使
い
塞
の
津
関
を
出
入
し
よ
う
と
し
て
、

　
　
　
　
未
だ
出
入
せ
ず
に
捕
ら
え
ら
れ
た
も
の
は
、
皆
な
宮
城
暮
春
と
す
る
。
将
吏
が
そ
の
事
情
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
与
に
同
罪
と
せ

　
　
　
　
ん
」
と
。
・
御
史
大
夫
が
以
て
上
聞
す
る
。
・
制
に
曰
く
可
な
り
と
。
…
…
を
以
て
之
を
論
ぜ
よ
。
　
　
（
四
九
六
～
九
七
簡
）

　
「
符
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
そ
の
形
態
や
用
途
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
点
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

　
（
1
1
）

な
る
。
「
符
」
は
、
六
寸
（
約
↓
三
・
八
セ
ン
チ
）
を
基
準
と
し
て
、
二
つ
を
合
わ
せ
て
割
り
符
と
し
、
側
面
に
刻
み
を
も
つ
も
の
が
あ

る
。
一
方
を
関
所
が
持
ち
、
も
う
↓
方
を
通
行
す
る
者
に
渡
し
て
、
帰
る
と
き
に
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
符
は
、
↓
ヶ
所

で
用
い
る
通
行
証
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
伝
」
は
、
長
距
離
の
通
行
を
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。

　
こ
の
と
き
「
伝
」
を
用
い
る
公
用
旅
行
者
に
は
、
車
馬
や
宿
泊
、
従
者
、
食
事
な
ど
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
が
、
睡
虎
地
三
重
「
伝
食
律
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

や
張
家
山
宿
望
「
伝
食
律
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
《
津
関
前
》
や
『
奏
講
書
』
に
は
、
関
所
と
「
伝
」
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
（
B
）

を
示
す
資
料
が
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
「
伝
」
の
形
態
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
大
庭
脩
氏
は
、
直
接
的
な
資
料
が
少
な
い
た
め
、
つ
ぎ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

よ
う
な
居
延
漢
簡
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
元
延
二
年
七
月
乙
酉
。
居
延
喜
尚
、
丞
忠
。
移
過
所
書
道
河
津
關
。
道
亭
長
王
豊
。
以
詔
書
買
騎
馬
酒
泉
・
敦
煙
・
張
嘉
味
中
。
當

　
　
舎
傳
舎
從
者
。
如
律
令
。
／
守
令
史
詔
、
佐
嚢
。
七
月
丁
亥
出
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
七
〇
．
三
A

　
張
家
山
漢
簡
《
津
関
令
》
と
漢
墓
簡
聴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



六

　
　
居
延
黒
印
」
　
　
七
月
丁
亥
出
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
・
三
B

　
こ
こ
で
は
居
延
県
の
令
と
丞
が
、
通
行
す
る
粋
事
に
対
し
て
、
旅
行
者
の
用
件
を
告
げ
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
簡
は
、
写
真
を

み
る
と
、
月
日
と
名
前
、
用
件
、
交
通
の
条
件
な
ど
を
、
二
行
に
わ
た
っ
て
続
け
て
書
写
し
、
し
か
も
文
末
に
は
守
蔭
言
な
ど
の
追
記
が

あ
る
。
ま
た
裏
面
に
は
「
居
延
令
旨
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
惹
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
資
料
は
「
伝
」
の
実
物
で
は
な
く
、
そ
の

写
し
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
伝
」
の
原
形
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
こ
れ
に
つ
い
て
李
宿
明
氏
は
、
悪
童
懸
泉
置
1
8
∪
×
同
8
8
③
一
N
巽
、
宣
帝
神
爵
四
年
（
前
五
七
）
の
例
を
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　
　
神
爵
四
年
十
一
月
癸
未
。

　
　
丞
相
史
李
尊
、
離
調
即
応
六
年
戊
卒
。
河
東
・
南
陽
・
穎
川
・
上
党
・
東
郡
・
済
陰
・
魏
郡
・
准
陽
　
国
詣
敦
煙
郡
・
酒
泉
郡
。
因

　
　
迎
旧
卒
送
致
河
東
・
南
陽
・
穎
川
．
東
郡
・
魏
郡
・
准
陽
国
。
井
思
死
卒
傳
（
構
）
。

　
　
為
駕
一
封
朝
傳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
下
段
〕
御
史
大
夫
望
之
謂
高
陵
。
以
次
為
駕
。
當
舎
傳
舎
、
如
律
令
。

〔
日
付
〕
神
爵
四
年
十
一
月
癸
未

　
　
　
じ
ょ
う
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
そ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ん
こ
う
　
　
し
ゅ
せ
ん

〔
用
件
〕
丞
相
の
史
・
島
西
が
、
内
郡
の
戌
卒
を
護
衛
し
て
雪
焼
・
酒
泉
郡
に
送
り
、
任
務
を
終
え
た
卒
な
ど
を
内
郡
に
帰
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
セ
つ
し
や

〔
交
通
〕
「
一
封
輻
伝
（
輻
車
）
」
を
利
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
し
た
い
ふ
　
　
　
　
し
ょ
う
　
ぼ
う
し
　
　
　
　
こ
う
り
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
発
給
〕
御
史
大
夫
の
（
薫
）
望
之
が
、
高
陵
県
に
命
令
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
命
令
〕
施
設
ご
と
に
車
の
手
配
、
宿
泊
は
、
律
令
の
如
く
せ
よ

　
こ
の
資
料
は
、
写
真
を
み
る
と
上
下
の
二
段
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
。
上
段
に
は
、
日
付
と
人
物
、
用
件
、
交
通
利
用
の
条
件
を
記

し
て
、
下
段
に
は
、
発
給
し
た
官
府
の
長
官
が
命
令
を
下
す
過
程
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
簡
憤
を
、
心
延
漢
簡
の
例
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、



中
央
と
地
方
の
官
府
が
発
給
す
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
形
態
は
、
空
病
漢
簡
の
場
合
が
、
「
伝
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
内
容
を
写
し
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
資
料
は
一
般
的
な
「
伝
」
の
形
態
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
懸
泉
置
漢
簡
の
元
帝
永
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
ユ
）

五
年
（
前
三
九
）
《
失
亡
伝
信
冊
》
H
O
卜
。
お
②
が
参
考
と
な
る
。

／

永
光
五
年
五
月
庚
申
。

守
御
史
李
墨
蹟
嘗
褒
祠
孝
文
廟
。
守
御
史
任
昌
年
。

爲
駕
一
封
輻
傳
。
　
　
　
　
　
外
百
冊
二

御
史
大
夫
弘
謂
長
安
。
栗
平

爲
駕
。
當
轟
轟
舎
、
如
律
令
。

　
　
　
　
　
　
　
　
②
G
。
①
①

2
　
永
光
五
年
六
月
癸
酉
朔
乙
亥
。
御
史
大
夫
弘
移
丞
相
、
車
騎
將
一
軍
＝
、
中
二
＝
千
＝
石
＝
、
郡
大
守
、
諸
侯
相
。
五
月
庚
申
。
丞
相
少

　
　
　
史
李
忠
守
御
史
。
假
一
封
傳
信
。
監
嘗
屡
祠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
。
。
①
刈

3
　
孝
文
賭
事
。
己
巳
。
以
計
器
予
御
史
属
澤
欽
＝
受
忠
心
信
。
置
車
心
中
。
道
随
（
堕
）
亡
。
今
春
所
亡
傳
沼
目
。
移
如
牒
。
書
到
。

　
　
　
二
千
石
各
明
白
布

　
　
告
属
官
縣
金
聾
。
有
嵩
置
傳
信
者
。
予
購
如
律
。
諸
書
傳
騨
駕
厩
薩
長
丞
。
遭
難
莫
傳
有
背
面
亡
傳
同
封
弟
（
第
）
者
。
軌
捕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
。
。
①
。
。

4
　
〔
繋
〕
。
上
傳
信
御
史
府
。
如
律
令
。

　
　
七
月
庚
申
。
敦
燈
太
守
弘
、
長
史
章
、
守
部
候
脩
仁
行
丞
事
。
霊
告
部
都
尉
掻
敷
。
謂
縣
官
＝
爲
移
。
書
到
如
律
令
。
／
橡
登
、
属

　
　
　
建
、
佐
政
光
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
。
。
＄

5
　
七
月
三
酉
。
敷
穀
守
長
合
宗
、
守
丞
、
雪
煙
左
尉
忠
告
尉
。
謂
郷
、
置
写
譜
。
書
到
如
律
令
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
。
。
刈
O

　
張
家
山
漢
簡
《
津
関
令
》
と
漢
墓
簡
騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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6
　
敦
煙
守
長
聖
、
守
丞
福
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
・
。
日

7
　
淵
泉
守
長
長
、
丞
馴
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
。
。
鵡

8
　
敷
面
守
長
合
宗
、
丞
殿
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
○
。
記

9
　
急
斜
守
長
光
、
遂
事
、
守
丞
賞
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
。
。
起

1
0
@
承
安
長
遂
昌
、
丞
光
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
。
。
翻

U
　
七
月
庚
申
。
敦
煙
大
守
弘
、
長
史
章
、
守
部
候
脩
濫
行
記
事
。
謂
縣
。
篤
信
使
者
稻
縣
置
。
黒
戸
宿
跡
。
甚
有
意
。
羅
馬
謁
螢
。
書

　
　
　
到
。
務
稻
。
母
解
（
慨
）
随
。
如
律
令
。
／
橡
登
、
囑
建
、
盗
掘
政
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
・
。
♂

　
《
失
亡
伝
信
冊
》
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
2
～
3
簡
を
み
る
と
、
永
光
五
年
六
月
乙
亥
の
日
に
、
御
史
大
夫
の

潜
思
が
、
詩
話
将
軍
と
将
軍
、
中
二
千
石
と
二
千
石
の
官
、
地
方
の
郡
太
守
、
諸
侯
王
国
の
相
な
ど
に
出
し
た
命
令
で
あ
る
。
そ
の
内
容

は
、
五
月
庚
申
の
日
に
、
李
忠
と
い
う
人
物
が
守
御
史
と
な
っ
て
、
孝
文
廟
の
祭
祀
を
担
当
す
る
た
め
に
「
伝
信
」
を
発
給
し
た
と
い
う
。

し
か
し
李
忠
に
渡
し
た
あ
と
、
そ
の
「
伝
信
」
を
車
に
置
き
忘
れ
て
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
副
本
を
写
し
て
伝
達
す
る
の
で
、
そ

れ
を
各
々
が
県
の
難
民
に
布
告
し
て
通
達
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
紛
失
し
た
伝
信
を
見
つ
け
た
者
に
謝
礼
を
与
え
る
こ
と

や
、
乗
伝
や
駅
駕
・
厩
な
ど
宿
場
を
担
当
す
る
長
が
検
査
し
て
、
同
じ
番
号
の
伝
信
を
所
持
す
る
者
を
逮
捕
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

以
下
、
4
簡
に
つ
づ
い
て
、
紛
失
し
た
伝
信
は
御
史
府
に
送
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
命
令
が
届
い
た
あ
と
、
七
月
庚
申
に
は
、

敦
煙
太
守
の
弘
た
ち
が
、
下
部
に
あ
る
部
都
尉
の
卒
人
た
ち
に
伝
達
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
冒
頭
の
第
一
撃
に
、
紛
失
し
た
「
伝
信
」
の

副
本
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
第
一
簡
の
写
真
（
『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
五
期
、
『
出
土
文
献
研
究
』
第
七
輯
）
を
み
る
と
、
そ
の
形
態
は
上
下
二
段
に
分
か
れ

て
書
か
れ
て
お
り
、
た
し
か
に
O
×
目
8
8
③
愚
零
の
形
態
と
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
異
な
る
の
は
、
《
聖
上
伝
信
冊
》
の
第
一
簡
に



「
外
百
冊
二
」
と
い
う
番
号
を
記
す
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
第
一
簡
の
副
本
は
、
実
物
の
「
伝
」
の
形
態
を
、
き
わ
め
て
よ
く
伝
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
7
）

る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
伝
」
の
規
定
は
、
一
尺
五
寸
（
約
三
四
・
五
セ
ン
チ
）
と
あ
り
、
実
物
の
寸
法
は
な
お
不
明
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
公
用
旅
行
に
お
け
る
「
伝
」
の
一
形
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
す
な
わ
ち
公
用
の
「
伝
」
は
、
そ
の
上
段
に
日
付
と
人
物
、
用
件
、
交
通
利
用
の
条
件
、
通
し
番
号
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
下
段
に

は
、
発
給
し
た
官
府
の
長
官
が
命
令
を
下
す
過
程
と
、
「
当
舎
伝
舎
、
如
律
令
」
と
い
う
決
ま
り
文
句
を
記
し
て
い
る
。
中
央
官
府
で
作

成
さ
れ
た
「
伝
」
は
、
そ
の
副
本
を
保
管
し
な
が
ら
、
一
方
で
現
物
は
旅
行
者
に
渡
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
関
所
や
宿
場
な
ど
で
は
、
こ

れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
、
地
方
の
黒
蓋
潜
思
の
場
合
で
は
、
そ
の
内
容
を
令
史
な
ど
が
写
し
て
い
る
。
さ
ら
に
稀
な
ケ
ー
ス

で
あ
る
が
、
紛
失
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
捜
索
す
る
文
書
の
一
部
と
し
て
、
発
信
側
の
「
書
信
」
の
写
し
が
伝
達
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
。　

さ
ら
吉
島
徳
芳
氏
は
、
懸
泉
置
の
伝
信
に
関
す
る
五
二
簡
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
①
上
下
に
分
け
て
記
す
形
式
（
番
号
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

る
も
の
、
無
い
も
の
を
ふ
く
む
。
ま
た
書
写
人
の
名
を
記
す
簡
も
あ
る
）
、
②
内
容
を
連
続
し
て
書
写
す
る
形
式
が
確
認
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
懸
書
置
漢
簡
は
、
前
漢
末
の
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
形
態
を
手
が
か
り
に
す
る
と
、
津
関
宿
に
み
ら
れ
た
前
漢
初
期
の
「
伝
」

の
形
態
と
、
そ
の
使
用
方
法
の
一
端
が
推
測
で
き
る
と
考
え
る
。

二
　
「
伝
」
と
「
致
」
の
形
態
－
随
行
物
の
証
明
書

官
府
が
発
給
す
る
「
伝
」
に
は
、
公
用
旅
行
の
ほ
か
に
、

の
形
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

張
家
山
漢
簡
《
津
関
令
》
と
漢
墓
簡
腰

私
用
の
旅
行
に
対
す
る
証
明
書
が
あ
る
。
つ
ぎ
に
私
用
の
「
伝
」
と
、
「
致
」

九



○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
大
庭
脩
氏
に
よ
れ
ば
、
私
用
旅
行
者
の
証
明
書
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
例
は
、
居
延
滞
簡
一
五
・
一
九
簡
で
あ
る
。

　
　
永
始
五
年
閏
月
己
巳
朔
葭
子
。
北
郷
薔
夫
忠
苦
言
之
。
義
成
里
馬
自
警
。
古
言
為
家
私
市
居
延
。
謹
案
自
只
言
官
獄
徴
事
。
當
得
取

　
　
傳
。
謁
移
三
水
金
関
・
居
延
縣
索
關
。
敢
言
之
。

　
　
閏
月
丙
子
。
縢
得
丞
彰
。
移
肩
水
金
関
・
居
延
縣
索
關
。
書
慧
智
律
令
。
／
橡
婁
・
令
史
建

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
成
帝
の
無
始
五
年
（
前
一
一
．
一
）
閏
月
の
丙
子
（
六
日
）
に
、
即
今
県
の
北
郷
音
夫
の
忠
が
、
崔
面
当
と
い
う
人
物
の

私
用
旅
行
の
た
め
に
、
用
件
と
用
務
地
、
官
獄
や
徴
発
が
な
い
と
い
う
「
伝
」
を
得
る
資
格
を
、
総
譜
に
申
請
し
て
い
る
。
そ
こ
で
縢
隣

県
の
丞
は
、
同
じ
日
に
肩
水
金
関
と
居
延
県
の
索
関
に
宛
て
た
文
書
を
発
信
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
末
尾
に
橡
と
令
史
の
サ
イ
ン
が
あ
る

こ
と
で
、
や
は
り
こ
れ
は
文
書
の
現
物
で
は
な
く
、
写
し
（
控
え
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
大
庭
氏
は
、
こ
う
し
た
文
書
の
形
式
を
、
①
日
付
、
②
請
求
者
（
旅
行
者
）
の
所
在
と
固
定
夫
名
、
③
旅
行
の
目
的
、
④
旅
行
者
に
前

科
の
な
い
証
明
、
し
た
が
っ
て
伝
を
得
る
資
格
が
あ
る
こ
と
、
⑤
目
的
地
ま
で
通
過
す
る
は
ず
の
津
隠
名
が
書
か
れ
、
そ
れ
は
郷
薔
夫
が

津
関
の
吏
に
対
す
る
上
申
文
書
の
形
式
を
と
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
県
令
ま
た
は
丞
が
書
い
た
部
分
は
、
薔
夫
の
文
書
を
承

認
し
て
、
津
関
の
吏
に
命
ず
る
下
達
文
書
の
形
式
を
も
つ
と
い
う
。

　
こ
の
説
明
に
は
、
な
お
不
明
な
点
が
あ
る
。
ま
ず
手
続
き
が
、
旅
行
者
の
所
在
す
る
郷
里
か
ら
申
請
さ
れ
、
そ
れ
が
県
廷
に
よ
っ
て
発

給
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
旅
行
の
証
明
に
な
る
か
と
い
う
と
、
文
面
に
は
、
こ
の
人
物
が
官
給
や

徴
発
に
関
連
せ
ず
、
「
伝
」
を
取
る
資
格
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
形
態
が
予
想
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
］

は
、
こ
の
申
請
書
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
県
の
発
給
文
書
が
、
「
伝
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
居
延

漢
簡
の
写
し
（
控
え
）
の
文
書
が
、
そ
の
形
態
を
推
測
さ
せ
る
資
料
と
な
る
。
そ
の
二
は
、
こ
の
申
請
に
よ
っ
て
別
に
「
伝
」
を
取
得
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
私
用
旅
行
の
「
伝
」
に
あ
た
る
文
書
の
形
態
は
不
明
で
あ
る
。



　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
資
料
か
ら
わ
か
る
の
は
、
県
の
下
部
組
織
の
官
吏
が
申
請
を
し
て
、
県
廷
が
そ
れ
を
発
給
す
る
単
位
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
き
証
明
に
必
要
な
条
件
は
、
①
日
付
、
②
旅
行
者
の
所
在
と
担
当
の
官
吏
名
、
③
旅
行
の
目
的
の
ほ
か
、
と

く
に
④
前
科
が
な
い
な
ど
の
伝
を
得
る
資
格
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
伝
」
は
、
公
用
旅
行
で
あ
っ
て
も
、
私
用
旅
行
で
あ
っ

て
も
、
い
ず
れ
も
公
的
な
官
府
が
発
給
し
て
い
る
。
た
だ
し
居
延
県
令
が
発
給
し
た
公
用
の
伝
（
↓
七
〇
・
三
A
）
と
形
態
が
異
な
る
の

は
、
申
請
の
手
続
き
に
よ
る
違
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
公
用
旅
行
の
「
伝
」
で
は
、
身
分
や
爵
位
に
よ
っ
て
等
級
が
あ
る
が
、
車
馬
な
ど
の
交
通
手
段
や
、
宿
泊
、
食
事
な
ど
が

用
意
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
私
用
の
旅
行
で
は
、
当
然
、
交
通
手
段
や
食
事
な
ど
は
自
弁
で
あ
り
、
随
行
す
る
物
品
や
従
者
な

ど
に
制
約
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
公
用
旅
行
の
場
合
で
も
、
私
的
に
随
行
品
を
携
え
る
と
き
に
は
、
な
ん
ら
か
の
規
制
が
あ
っ
た

と
お
も
わ
れ
る
。
こ
れ
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
だ
ろ
ケ
か
。

　
も
う
一
度
、
張
家
山
男
呼
《
津
関
令
》
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
馬
の
随
行
に
つ
い
て
、
「
伝
」
と
「
書
」
で
規
定
し
て
い
る
の
は
、
以

下
の
条
文
で
あ
る
。

　
　
・
丞
相
上
馬
御
史
書
。
請
魯
中
大
夫
盲
者
威
霊
軍
馬
關
中
。
魯
御
史
爲
書
青
津
關
。
官
如
令
。
・
丞
相
、
御
史
以
聞
。
制
日
、
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
二
一
簡
）

　
　
・
丞
相
上
扇
御
史
書
。
請
魯
西
中
自
給
馬
騎
。
得
買
馬
關
中
。
魯
御
史
爲
傳
。
宜
如
令
。
丞
相
、
御
史
草
葺
。
制
日
、
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
二
二
簡
）

　
こ
の
条
文
は
、
い
ず
れ
も
魯
国
の
御
史
が
、
丞
相
に
法
律
を
申
請
し
て
、
皇
帝
の
裁
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
五
二

】
簡
で
は
、
魯
の
中
大
夫
謁
者
が
私
に
馬
を
密
事
で
買
っ
た
場
合
、
魯
の
御
史
が
、
「
書
」
を
作
成
し
て
津
関
に
告
げ
る
よ
う
に
し
た
い

と
請
求
し
て
い
る
。
五
二
二
簡
で
は
、
魯
の
夏
中
が
騎
馬
を
関
中
で
買
っ
た
場
合
に
、
魯
の
御
史
が
「
伝
」
を
作
成
す
る
こ
と
を
請
求
す

張
家
山
漢
簡
《
津
関
令
》
と
漢
墓
簡
腰



二

る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
郎
中
の
騎
馬
は
「
伝
」
で
よ
い
の
に
対
し
て
、
中
大
夫
謁
者
の
結
晶
の
場
合
は
、
「
書
」
を
作
成
す
る
こ

と
が
注
意
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
「
書
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
他
の
条
文
を
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
こ
の
と
き
馬
に
関
す
る
条
文
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

陳
偉
氏
が
釈
文
を
修
正
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
こ
の
復
元
に
し
た
が
う
。
（
△
は
重
複
記
号
を
文
字
に
し
た
も
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
□
　
相
國
上
中
大
夫
書
。
茅
沼
大
夫
謁
者
・
郎
中
執
盾
・
執
戟
家
在
山
外
者
。
得
私
語
馬
毒
中
。
有
縣
官
致
上
中
大
夫
・
郎
中
。
中

　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム

　
　
大
夫
・
郎
，
中
歯
書
告
諭
關
。
來
。
復
傳
。
㎝
潭
出
。
官
需
律
令
。
御
史
以
聞
。
請
所
。
及
諸
乗
私
馬
出
。
馬
當
早
出
而
死
亡
。
自
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
在
縣
官
。
縣
官
診
及
獄
訊
審
死
亡
。
皆
津
關
。
制
日
、
可
。
㎝
O
O
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
〇
四
、
五
〇
八
簡
）

　
　
□
　
…
…
議
。
禁
民
母
得
私
買
馬
再
出
〔
拝
〕
關
、
鄙
關
、
函
谷
〔
關
〕
、
武
關
及
諸
河
塞
津
關
。
其
世
事
・
輕
車
馬
・
一
乗
・
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　

　
　
傳
馬
者
。
縣
各
以
所
毎
戸
O
①
名
忌
数
告
買
所
内
史
・
五
節
。
内
史
・
郡
守
各
藩
馬
所
補
名
論
久
久
馬
。
鼻
聾
告
津
關
。
津
關
謹
以
籍

　
　
（
籍
）
・
書
案
閲
。
出
。
諸
乗
私
馬
入
高
樹
以
出
。
若
出
而
當
復
入
者
。
㎝
O
刈
干
關
謹
閲
出
入
。
馬
當
復
入
不
入
。
望
薄
論
。
。
相
國
・

　
　
御
史
予
言
。
・
制
日
、
可
。
㎝
O
㎝
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
〇
六
～
〇
七
、
五
〇
五
簡
）

　
五
〇
四
、
五
〇
八
簡
で
は
、
中
大
夫
の
謁
者
、
郎
中
の
執
盾
・
執
戟
の
官
で
、
関
外
に
家
が
あ
り
、
野
中
で
私
用
の
馬
を
買
っ
た
場
合

に
、
県
官
の
「
致
」
が
あ
れ
ば
中
大
夫
と
郎
中
に
申
告
す
る
。
そ
し
て
中
大
夫
と
正
中
は
「
書
」
を
作
成
し
て
、
津
関
に
告
げ
る
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
ま
た
五
〇
六
～
〇
七
、
五
〇
五
言
で
は
、
書
き
出
し
が
不
明
で
あ
る
が
、
ま
ず
原
則
と
し
て
、
私
に
馬
を
買
っ
て
函
谷
野

な
ど
の
津
関
を
出
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ
こ
で
騎
馬
や
軽
車
の
馬
、
吏
の
車
や
置
伝
の
馬
を
買
う
と
き
に
は
、
県
が
馬
の
名
と
匹

数
を
、
行
政
官
庁
で
あ
る
内
史
や
郡
守
に
申
告
す
る
。
内
史
と
郡
守
は
、
そ
れ
ら
の
馬
の
名
籍
に
あ
た
る
も
の
を
作
り
、
そ
れ
を
「
致
」

と
し
て
津
関
に
告
げ
る
。
津
関
で
は
、
そ
の
文
書
に
も
と
づ
い
て
名
籍
な
ど
を
検
査
し
て
、
や
っ
と
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
、

私
馬
で
津
関
を
出
入
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。



　
こ
れ
ら
を
み
れ
ば
、
私
に
馬
を
買
っ
た
場
合
に
は
「
書
」
な
ど
の
文
書
を
作
成
し
、
そ
れ
を
「
致
」
と
し
て
申
告
し
た
り
、
津
関
に
告

げ
て
い
る
。
こ
の
「
致
」
は
、
釈
文
の
注
釈
で
は
文
書
と
理
解
し
、
李
無
明
氏
は
「
通
知
書
」
と
し
て
お
り
、
陳
偉
氏
も
こ
の
説
に
従
っ

　
　
（
2
1
）

て
い
る
。
た
し
か
に
《
津
地
墨
》
に
み
え
る
よ
う
に
、
下
部
か
ら
中
央
に
法
律
の
制
定
を
上
申
す
る
規
定
が
、
「
置
吏
律
」
の
手
続
き
に

み
え
て
お
り
、
そ
の
際
に
も
「
致
」
が
文
書
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
縣
道
官
有
聖
心
累
算
律
令
者
。
各
請
留
所
二
千
石
官
。
二
千
県
官
上
相
國
・
御
史
。
相
國
・
御
史
景
致
。
當
請
。
翌
旦
。
母
線
径
請
。

　
　
子
下
者
者
。
卜
。
H
り
罰
金
四
爾
。
b
。
卜
。
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
一
九
～
二
〇
簡
）

　
反
立
氏
は
、
《
引
算
令
》
の
「
致
」
に
つ
い
て
、
「
伝
」
と
「
致
」
「
書
」
は
同
時
に
は
使
え
ず
、
「
伝
」
あ
る
い
は
「
致
」
「
書
」
を
用
い

て
関
所
を
通
過
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
南
国
の
御
史
の
申
請
で
は
、
私
馬
で
は
「
書
」
を
作
成
し
て
い
る
が
、
備
中
の
騎
馬
は

「
伝
」
で
よ
い
と
あ
る
よ
う
に
、
も
う
少
し
別
の
解
釈
が
で
き
る
よ
う
に
お
も
う
。
そ
れ
は
「
伝
」
と
、
「
致
」
「
書
」
の
機
能
は
異
な
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
五
〇
九
、
五
〇
三
簡
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
十
二
　
相
國
議
。
關
外
郡
買
計
謀
痴
者
。
守
各
以
匹
藪
南
南
所
内
史
・
郡
守
。
内
史
・
郡
守
謹
書
馬
職
（
識
）
物
・
爾
・
高
。
移
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
守
。
及
爲
致
告
津
關
。
津
關
案
閲
。
㎝
O
Φ
□
□
□
等
出
。
・
相
國
・
御
史
復
請
。
制
日
、
可
。
㎝
O
し
。
　
　
　
（
五
〇
九
、
五
〇
三
簡
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
関
外
の
郡
が
馬
を
買
っ
た
と
き
に
は
、
内
史
や
郡
守
に
呼
数
を
告
げ
知
ら
せ
、
内
史
と
郡
守
は
馬
の
「
識
物
・
歯
・

高
」
を
記
し
た
文
書
を
確
認
す
る
。
同
時
に
修
史
と
郡
守
は
「
致
」
を
作
成
し
て
津
関
に
告
げ
、
津
関
で
は
そ
れ
を
検
査
し
て
い
る
。
ま

た
五
一
三
～
一
五
簡
に
も
、
同
じ
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
十
五
　
相
國
・
御
史
請
。
郎
画
家
在
關
外
。
騎
馬
節
（
即
）
死
。
得
買
馬
前
中
人
一
匹
以
補
。
郎
中
爲
致
告
買
所
縣
道
。
立
道
官
錬
。

　
　
爲
質
（
致
）
即
諾
縣
。
受
同
伴
籍
書
。
伸
し
。
馬
出
（
識
）
物
・
歯
⊥
局
。
上
帯
中
。
節
（
即
）
蠕
休
・
〔
縣
〕
使
。
平
中
爲
傳
出
津
關
。

張
家
山
漢
簡
《
津
関
令
》
と
漢
墓
簡
腰

＝
二



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
　
即
死
。
死
所
崖
道
官
軍
上
。
音
叉
（
詐
）
貿
易
馬
及
偽
診
。
皆
以
誰
（
詐
）
偽
出
馬
令
論
。
其
㎝
匡
不
書
屋
及
馬
老
病
不
可
用
。
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
言
郎
中
。
郎
中
案
視
。
爲
致
告
關
中
縣
道
官
。
責
更
買
。
・
制
日
、
可
。
臼
㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
一
三
～
一
五
簡
）

　
こ
こ
で
は
馬
の
文
書
に
「
識
物
・
歯
・
高
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
識
物
・
歯
・
高
」
は
、
懸
心
置
漢
簡
の
「
伝
馬
名
籍
」
V
屋
｝
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

②
1
0
簡
、
1
1
～
2
0
簡
が
参
考
と
な
ろ
う
。

　
　
傳
馬
一
匹
。
馳
、
牡
、
左
剰
、
決
爾
鼻
爾
耳
敷
。
歯
十
九
歳
。
高
五
尺
九
寸
…
…
　
（
②
”
1
0
簡
）

　
　
私
財
物
心
一
匹
。
醜
、
牡
、
左
剰
。
歯
九
歳
。
白
布
。
高
六
尺
一
寸
。
小
菅
。
露
量
（
懸
）
泉
置
傳
馬
鉄
。
（
1
1
簡
）
傳
馬
一
匹
。

　
　
醜
、
乗
、
白
鼻
、
五
重
。
歯
八
歳
。
高
六
尺
。
駕
、
程
聖
。
各
日
全
？
康
。
ム
P
。
（
1
2
簡
）
…
…
尺
六
寸
。
駕
。
名
鑑
裸
豪
。
（
1
3

　
　
簡
）
心
匠
一
匹
。
驕
。
乗
、
左
注
、
青
苗
鼻
。
歯
八
歳
。
高
五
尺
九
寸
半
。
鰺
、
名
轟
轟
爵
（
雀
）
。
（
1
4
簡
）
傳
馬
一
匹
。
馳
。
乗
、

　
　
蓋
果
。
八
歳
。
高
五
尺
八
寸
。
中
、
名
日
倉
（
蒼
）
波
、
柱
。
（
1
5
簡
）
傳
馬
一
匹
。
騙
。
乗
、
左
縄
、
決
爾
鼻
、
白
図
。
歯
九
歳
。

　
　
高
五
尺
八
寸
。
中
、
名
日
佳
□
、
柱
、
駕
。
（
1
6
簡
）
傳
馬
一
匹
。
赤
駆
。
牡
、
左
剰
。
歯
八
歳
。
高
五
尺
八
寸
。
駕
。
名
日
鐵
柱
。

　
　
（
！
7
簡
）
野
馬
一
匹
。
斤
量
。
乗
、
自
演
。
歯
九
歳
。
高
五
尺
八
寸
。
膠
、
童
画
、
名
官
完
幸
。
ム
ロ
。
（
1
8
簡
）
私
財
物
馬
一
匹
。

　
　
馳
。
牡
、
左
剰
。
歯
七
歳
。
高
五
尺
九
寸
。
補
格
（
懸
）
再
思
傳
馬
鉄
。
（
1
9
簡
）

　
　
建
始
二
年
三
月
戊
子
朔
望
寅
。
縣
（
懸
）
泉
腹
薔
夫
欣
敢
言
之
。
謹
移
傳
馬
名
籍
一
編
。
敢
言
之
。
（
2
0
簡
）

　
懸
泉
置
の
宿
場
で
は
、
管
理
す
る
馬
に
対
し
て
名
前
を
つ
け
、
そ
の
身
体
的
な
特
徴
、
歯
に
よ
る
年
齢
、
高
さ
な
ど
を
記
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
「
伝
馬
名
籍
」
と
《
津
関
令
》
の
表
記
は
、
そ
の
内
容
が
共
通
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
「
致
」
や
「
書
」
な
ど
の

文
書
は
、
人
が
関
所
を
通
過
す
る
証
明
書
で
は
な
く
、
「
名
籍
」
と
同
じ
よ
う
に
馬
な
ど
の
随
行
品
に
対
す
る
証
明
書
で
は
な
い
か
と
推

測
で
き
る
。
こ
の
点
を
、
も
う
少
し
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
大
庭
脩
氏
は
、
年
代
は
後
で
あ
る
が
、
「
致
」
の
例
と
し
て
以
下
の
資
料
を
あ
げ
て
い
る
。



　
　
圏
□
出
入
關
傳
致
籍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
居
延
漢
簡
五
〇
・
二
六
）

　
　
居
摂
三
年
吏
野
牛
出
入
關
致
籍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敦
焼
馬
圏
湾
漢
才
お
D
M
T
六
・
五
四
）

　
　
（
上
欠
）
転
穀
輸
塞
外
食
面
出
關
致
籍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
盟
簡
お
D
M
T
八
・
二
七
）

　
　
・
元
始
三
年
十
月
玉
門
大
煎
都
萬
世
弓
長
馬
陽
所
謂
操
妻
子
從
竿
立
碑
出
關
致
籍
　
　
　
（
同
漢
簡
お
D
M
T
九
・
二
七
）

　
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
吏
の
私
讐
の
出
入
や
、
穀
物
を
塞
外
に
輸
送
す
る
人
、
候
長
の
妻
子
・
従
者
・
濃
鼠
の
出
入
り
の
よ
う
に
、
玉
門

関
の
近
辺
に
い
る
関
係
者
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
「
致
」
は
、
長
距
離
を
通
過
す
る
「
伝
」
に
対
し
て
、
短
距
離
の
移
動
者

へ
の
証
明
書
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
特
徴
は
、
そ
の
対
象
が
私
讐
や
、
輸
送
に
必
要
な
車
、
妻

子
と
従
者
・
豪
勇
と
い
っ
た
、
随
行
す
る
人
や
物
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
伝
馬
名
籍
」
の
よ
う
な
記
載
を
も
つ
「
致
」

「
書
」
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
「
致
」
は
随
行
す
る
も
の
を
記
し
た
証
明
書
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
す
な
わ
ち
関
所
を
人
が
通
行
す
る
に
は
、
公
的
で
あ
れ
私
的
で
あ
れ
、
官
府
（
公
的
な
機
関
）
が
発
行
し
た
「
伝
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。

し
か
し
公
的
な
往
来
で
も
、
私
物
を
も
つ
場
合
や
、
私
的
な
往
来
で
随
行
品
を
も
つ
場
合
に
は
、
「
致
」
「
書
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
証
明

書
を
追
加
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
伝
」
「
符
」
に
対
し
て
、
「
致
」
「
書
」
は
規
定
を
こ
え
て
随
行
す
る
人
や
車
馬
、
物

品
な
ど
を
記
し
た
文
書
で
あ
り
、
そ
の
機
能
を
異
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

三
　
関
所
の
通
行
と
漢
墓
簡
憤

　
こ
れ
ま
で
、
高
這
の
交
通
に
使
わ
れ
る
「
伝
」
の
形
態
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
と
く
に
公
用
出
張
の
「
伝
」
は
、
懸
型
置
漢

簡
の
《
失
亡
伝
信
冊
》
の
第
一
簡
が
基
本
の
形
態
と
し
て
、
漢
代
初
期
の
類
推
に
な
る
と
考
え
た
。
こ
こ
に
は
上
段
に
「
日
付
、
身
分
、

張
家
由
漢
簡
《
津
関
令
》
と
漢
墓
簡
騰

一
五



一
六

名
前
、
用
件
、
交
通
の
条
件
、
通
し
番
号
」
を
碧
し
、
下
段
に
「
発
給
者
の
身
分
と
名
前
、
命
令
文
」
な
ど
を
分
け
て
記
す
形
式
で
あ
っ

た
。
ま
た
私
用
旅
行
の
「
伝
」
は
、
こ
れ
ま
で
大
庭
脩
氏
な
ど
が
、
所
属
の
官
吏
に
よ
っ
て
そ
の
条
件
を
満
た
す
証
明
を
し
て
、
県
廷
が

発
給
す
る
と
み
な
し
て
い
た
が
、
そ
の
実
物
の
形
態
に
は
不
明
な
点
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
伝
」
と
同
じ
よ
う
に
み
な
さ
れ
て
い
た
「
致
」
は
、
公
用
出
張
や
私
的
な
旅
行
に
際
し
て
、
随
行
す
る

人
や
車
馬
、
物
品
な
ど
を
記
し
た
文
書
に
か
か
わ
る
も
の
と
推
測
し
た
。
し
か
し
実
物
の
形
態
は
、
な
お
不
明
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
「
伝
」
と
「
致
」
の
形
態
を
ふ
ま
え
て
、
も
う
一
度
、
大
庭
脩
氏
が
「
冥
土
へ
の
旅
券
」
と
名
づ
け
た
簡
腰
を

検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
江
陵
雲
風
山
一
六
八
号
漢
墓
の
竹
下
（
長
さ
二
三
・
二
、
幅
四
・
一
～
四
・
四
セ
ン
チ
）
は
、
「
告
図
書
」
と
も
よ
ば
れ
、
つ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

の
よ
う
な
形
態
と
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

十
三
年
五
月
庚
辰
。
江
陵
丞
敢
告
地
下
丞
。
市
陽
五

夫
＝
燧
自
言
。
与
大
奴
三
等
廿
八
人
。
大
埠
益
等
十
八
人
。
朝
嵐

　
　
　
　
　
　
　
す
う
ば
　
　
　
　
り
ゆ
う
ば

二
乗
。
牛
車
一
雨
。
膓
馬
四
匹
。
騨
馬
二
匹
。
騎
馬
四
匹
。

可
令
吏
以
旧
事
。
敢
告
主
。

　
こ
こ
に
は
文
帝
十
三
年
（
前
一
六
七
）
に
、
江
陵
丞
が
「
敢
え
て
地
下
の
丞
に
告
ぐ
」
と
あ
り
、
墓
主
（
市
陽
子
大
夫
の
燧
）
の
情
報

を
知
ら
せ
る
擬
制
文
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
竹
園
は
、
明
ら
か
に
公
用
出
張
の
「
伝
」
の
形
態
で
は
な
い
。
そ
れ

は
先
に
《
失
亡
伝
家
畜
》
で
み
た
よ
う
に
、
墓
主
の
通
行
の
条
件
を
記
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
発
給
者
を
下
段
に
記
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
私
用
旅
行
の
証
明
と
比
べ
て
み
る
と
、
県
レ
ベ
ル
の
丞
が
地
下
の
丞
に
告
げ
る
と
い
う
形
式
は
似
て
い
る
が
、
身
分
や
用
件
を



証
明
す
る
と
い
う
内
容
で
は
な
い
。
か
わ
っ
て
重
代
の
交
通
で
は
、
人
が
往
来
す
る
「
伝
」
と
は
別
に
、
随
行
す
る
人
や
馬
、
物
品
な
ど

に
対
す
る
証
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
み
な
し
た
。
と
す
れ
ば
、
大
庭
氏
が
「
冥
土
へ
の
旅
券
」
と
名
づ
け
た
資
料
は
、
私
用
の
旅
行
に
関

す
る
「
伝
」
の
資
料
で
は
な
く
、
随
行
品
な
ど
を
記
す
「
致
」
「
書
」
に
関
連
す
る
証
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
証
拠
に
、
こ
こ
に

は
大
虚
と
大
藩
、
朝
車
、
牛
車
、
脇
馬
、
馴
馬
、
騎
馬
の
数
量
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
実
際
の
交
通
を
反
映
し
て
、

地
下
の
交
通
に
も
随
行
品
の
擬
制
文
書
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
を
地
下
の
官
府
に
伝
え
る
形
式
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
大

庭
脩
氏
の
見
解
を
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
形
式
は
、
予
州
孔
家
計
八
号
漢
墓
の
木
騰
（
長
さ
二
三
、
智
将
・
三
～
五
・
五
セ
ン
チ
、
告
証
書
）
に
も
み
え
て

　
（
2
5
）

い
る
。

　
　
二
年
正
月
壬
子
盛
事
辰
。
都
郷
燕
佐
戎
敢
事
宜
。
庫
薔
夫
官
需
奴
宜
馬
・
取
・
宜
之
・
益
衆
。
埠
益
夫
・
末
衆
。
車
一
乗
。
馬
三
匹
。

　
　
正
月
壬
子
。
桃
侯
国
丞
萬
移
地
下
丞
。
受
数
回
報
。
　
　
定
手

　
こ
こ
で
は
県
レ
ベ
ル
以
下
の
都
郷
と
佐
が
、
墓
主
と
お
も
わ
れ
る
人
物
（
庫
薔
夫
の
辟
）
に
、
奴
韓
や
車
馬
を
随
行
す
る
こ
と
を
記
し
、

桃
侯
国
の
丞
を
通
じ
て
、
地
下
の
丞
に
報
告
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
上
騰
も
、
直
接
的
に
人
が
通
行
す
る
「
伝
」
の
形
態
で
は
な

く
、
県
レ
ベ
ル
の
官
が
、
随
行
す
る
も
の
を
報
告
す
る
資
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
ま
た
江
陵
高
台
一
八
号
漢
墓
で
は
、
実
際
に
使
わ
れ
た
形
態
を
写
し
た
木
部
（
長
さ
二
三
・
二
、
幅
四
・
五
セ
ン
チ
）
が
あ
る
。

張
家
山
漢
簡
《
津
関
令
》
と
漢
墓
簡
腰
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七



八

七
年
十
月
丙
子
朔
庚
〔
子
〕
。
中
郷
起
敢
言
之
。
新
安
大

女
燕
自
言
。
与
大
奴
甲
・
乙
。
〔
大
〕
脾
妨
徒
安
都
。
謁
弘
安
都
書

名
敷
。
書
到
為
報
。
敢
言
之
。

十
月
庚
子
。
江
陵
龍
氏
丞
敬
移
畢
生
丞
。
／
亭
手

（
正
面
）

産
手
（
裏
面
）

　
こ
こ
で
は
文
帝
七
年
（
前
一
七
三
）
に
、
県
レ
ベ
ル
以
下
の
中
郷
の
官
吏
が
、
新
安
の
大
女
と
一
緒
に
、
奴
碑
を
安
都
に
移
し
た
い
と

い
う
要
望
を
記
し
、
そ
れ
を
江
陵
各
氏
の
丞
が
、
安
都
の
丞
に
告
げ
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
と
き
正
面
と
裏

面
に
、
「
某
手
」
と
い
う
書
写
し
た
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
里
耶
秦
簡
の
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

績
に
み
え
る
控
え
の
形
式
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
大
奴
の
名
前
が
「
甲
、
乙
」
と
記
号
化
し
て
い
る
の
は
、
実
際
の
文
書
そ
の
も
の
で

は
な
い
。
こ
の
場
合
も
、
随
行
も
し
く
は
移
動
す
る
無
罪
の
状
況
を
、
あ
ら
た
め
て
書
写
し
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
有
名
な
の
は
馬
王
堆
三
号
漢
墓
の
木
腰
（
長
さ
二
三
、
幅
三
・
五
セ
ン
チ
）
で
あ
る
。

　
　
十
二
年
二
月
己
巳
朔
戊
辰
。
家
丞
奮
移
主
藏
郎
中
。
移

　
　
藏
物
一
編
。
書
到
先
撰
具
三
主
藏
君
。

　
こ
れ
は
文
帝
十
二
年
（
前
一
六
八
）
に
、
募
主
の
早
撮
が
、
地
下
の
主
藏
郎
中
に
「
蓋
物
一
編
」
を
送
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

を
懸
泉
置
漢
簡
の
《
伝
馬
名
籍
》
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
そ
の
送
り
状
を
付
け
た
文
書
と
ま
っ
た
く
同
じ
形
式
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
十
二

年
木
腰
は
、
や
は
り
随
行
品
を
送
る
文
書
と
み
な
せ
る
が
、
そ
れ
は
別
に
一
編
の
リ
ス
ト
を
記
し
て
い
た
。
こ
・
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
こ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

れ
ま
で
副
葬
品
の
リ
ス
ト
と
み
な
し
て
き
た
遣
策
は
、
別
の
説
明
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
驚
異
の
意
義
は
、
た
だ
地
下
で
生

活
す
る
と
き
に
必
要
な
物
だ
け
で
は
な
く
、
墓
主
が
地
下
の
世
界
に
行
く
と
き
、
そ
の
随
行
す
る
人
や
物
品
を
証
明
す
る
文
書
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
漢
墓
に
副
葬
さ
れ
た
竹
憤
や
木
憤
は
、
漢
代
の
交
通
を
反
映
し
な
が
ら
、
人
の
往
来
を
証
明
す
る
私
用
の
「
伝
」
と
は
ち

が
う
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
地
下
の
世
界
に
行
く
人
が
随
行
す
る
も
の
を
証
明
す
る
擬
制
文
書
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
漢
墓
の
簡
頃
に
は
、
随
行
品
や
物
品
の
リ
ス
ト
の
ほ
か
に
、
少
し
内
容
の
ち
が
う
文
書
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
雲
夢
龍
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

六
号
秦
墓
の
木
膿
（
長
さ
三
六
・
五
、
幅
三
・
ニ
セ
ン
チ
）
で
あ
る
。

　
　
・
鞠
之
。
辟
死
。
論
不
当
為
城
旦
。
吏
論
。
聾
者
。
已
鳳
至
論
。
九
月
丙
申
。
沙
羨
丞
甲
・
史
丙
。
下
話
死
諌
庶
人
。
令
自
尚
也
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
籾
山
犬
桜
は
、
乞
鞠
の
結
果
を
記
す
公
文
書
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
が
、
人
名
が
甲
・
丙
の
よ
う
に
記
号
化
さ
れ
て
い

る
た
め
・
埋
葬
用
の
擬
制
文
書
と
重
て
い
．
罷
・
た
だ
し
・
も
う
；
注
音
心
さ
れ
る
の
は
・
む
し
ろ
大
庭
華
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う

に
、
私
的
旅
行
の
「
伝
」
を
得
る
た
め
に
必
要
な
証
明
と
共
通
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
い
ま
墓
主
は
罪
人
で
は
な
く

庶
民
に
な
っ
た
と
い
う
内
容
を
記
し
て
お
り
、
寸
法
は
長
い
文
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
私
的
な
旅
行
の
証
明
に
関
連
す
る
文
書
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
こ
の
よ
う
な
内
容
は
、
江
蘇
薫
習
平
場
五
号
漢
墓
の
木
騰
（
長
さ
二
一
二
、
幅
三
・
五
セ
ン
チ
、
告
地
離
）
二
枚
に
み
え
て
い
る
。

　
　
冊
七
年
十
二
月
丙
子
朔
雄
馬
。
広
陵
宮
司
空
里
馬
丞
隅
田
言
土
古
。
広
陵
舘
岩
男
子
王
奉
世
有
識
事
。
事
巳
復
。
故
中
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
枚
）

　
　
里
遣
自
致
移
詣
穴
。
冊
八
年
獄
計
□
書
。
從
事
如
律
令
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
枚
）
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二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
胡
平
生
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
木
績
の
年
代
は
、
勲
爵
期
の
広
陵
王
の
紀
年
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
広
陵
の
宮
司
空
と
丞
が
、
か
つ

て
獄
に
つ
な
が
れ
て
い
た
人
物
が
、
い
ま
庶
民
に
復
し
て
い
る
こ
と
を
土
弄
（
地
下
の
官
吏
）
に
報
告
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

だ
け
で
は
身
分
の
証
明
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
私
用
の
旅
行
に
必
要
な
罪
人
で
は
な
い
条
件
と
す
れ
ば
、
や
は
り
冥
土
に
行
く

と
き
の
通
行
に
関
す
る
文
書
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
漢
墓
に
副
葬
さ
れ
た
諸
腰
の
一
部
に
は
、
墓
主
が
随
行
す
る
人
や
物
品
を
記
し
た
文
書
や
、
罪
人
で
は
な
い
こ
と
を

記
し
光
文
書
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
一
見
す
る
と
、
別
々
の
文
書
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
こ
れ
を
関
所
な
ど
の
通
行
に
必

要
な
「
伝
」
や
「
致
」
「
書
」
な
ど
と
比
べ
て
み
る
と
、
同
じ
よ
う
な
形
態
を
も
つ
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
漢
代
で
は
、
地
上
の
交
通
と
同
じ
よ
う
に
、
墓
・
王
が
地
下
の
世
界
に
行
く
と
き
に
も
、
一
緒
に
随
行
品
を
記
し
た
り
ス
ト
や
、

国
主
の
身
分
を
証
明
す
る
簡
贋
を
副
葬
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
直
接
的
に
人
の
通
行
を
証
明
す
る
「
伝
」
で
は
な
い
が
、
や

は
り
三
関
な
ど
の
通
行
に
必
要
な
「
致
」
「
書
」
に
関
連
す
る
文
書
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
漢
墓
の
一
部
に
み
ら
れ
る

簡
腰
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
死
後
の
世
界
に
対
す
る
習
俗
だ
け
で
は
な
く
、
漢
代
で
実
際
に
行
わ
れ
た
交
通
制
度
と
文
書
の
形
態
を
反
映
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
地
上
の
「
伝
」
と
「
致
」
に
よ
る
情
報
の
伝
達
は
、
地
下
の
世
界
に
お
い
て
も
通
行
が
順
調

で
あ
る
こ
と
を
願
う
心
と
共
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
大
庭
氏
が
地
上
の
実
際
の
交
通
と
関
連
さ
せ
て
、
地
下
の
擬
制
文
書
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
き

わ
め
て
卓
見
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
こ
れ
ま
で
は
、
「
伝
」
と
「
致
」
の
資
料
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
を
私
用
旅
行

の
「
伝
」
ど
み
な
し
た
点
に
問
題
が
残
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
通
行
の
「
伝
」
に
関
連
し
て
、
漢
墓
の
簡
腰
を
、
随
行
す
る
人
や
物
品
、

あ
る
い
は
墓
主
の
身
分
を
証
明
す
る
文
書
と
み
な
す
と
き
、
そ
れ
は
漢
代
の
交
通
事
情
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。



お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
漢
代
の
交
通
に
使
わ
れ
る
「
伝
」
と
「
致
」
な
ど
の
形
態
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
と
く
に
公
用
旅
行
に
使
わ
れ
た
「
伝
」

は
、
懸
位
置
早
世
《
失
亡
伝
信
冊
》
の
第
一
簡
が
そ
の
基
本
と
な
る
形
態
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
こ
に
は
上
段
に
「
日
付
、
身
分
、

名
前
、
用
件
、
交
通
の
条
件
と
、
通
し
番
号
」
を
記
し
、
下
段
に
「
発
給
者
の
身
分
と
名
前
、
命
令
文
」
な
ど
を
分
け
て
記
す
形
式
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
公
用
の
「
伝
」
は
、
1
発
給
側
の
控
え
と
、
2
旅
行
者
が
携
帯
す
る
も
の
が
想
定
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
3
関
所
や
宿
場

で
確
認
し
た
控
え
や
、
・
4
特
別
に
《
失
亡
伝
信
冊
》
の
よ
う
な
文
書
と
し
て
残
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
ヶ
所
の
津
関

を
通
過
す
る
「
符
」
の
形
態
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
六
尺
の
符
」
を
基
本
と
す
る
見
解
で
問
題
は
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。

　
ま
た
私
用
旅
行
の
「
伝
」
は
、
大
庭
脩
氏
な
ど
の
研
究
を
う
け
て
、
所
属
の
官
吏
に
よ
っ
て
そ
の
条
件
を
満
た
す
証
明
を
し
て
、
県
廷
が

発
給
す
る
と
み
な
し
た
が
、
そ
の
実
物
の
形
態
に
は
不
明
な
点
が
あ
る
。
そ
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
「
致
」
に
対
す
る
解
釈
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
「
致
」
は
、
「
伝
」
「
符
」
と
並
ん
で
、
津
関
の
通
過
に
用
い
ら
れ
売
と
い
う
見
解
が
あ
る
が
、
そ
の
用
途
は
「
伝
」
と
区
別

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
つ
ま
り
人
の
通
行
に
必
要
な
「
伝
」
を
所
持
し
て
い
て
も
、
そ
れ
と
は
別
に
私
的
な
車
馬
な
ど

が
付
随
し
て
い
た
り
、
私
物
を
所
持
す
る
場
合
に
は
、
別
の
証
明
が
必
要
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
随
行
す

る
人
や
車
馬
、
物
品
な
ど
を
証
明
す
る
文
書
が
「
致
」
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
み
た
。
皇
室
《
津
関
野
》
で
は
、
こ
れ
を
「
致
」
「
書
」

と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
旅
行
者
は
、
車
馬
や
騎
馬
、
従
者
、
器
物
な
ど
を
私
に
随
行
す
る
と
き
は
、
そ
れ
を
証
明
す
る
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
大
庭
脩
氏
が
「
冥
±
へ
の
旅
券
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
漢
墓
簡
腰
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
地
上
の
制
度
と
同
じ
よ

う
に
、
地
下
の
世
界
に
通
行
す
る
と
き
は
、
墓
主
が
随
行
す
る
人
や
車
馬
、
物
品
な
ど
を
証
明
す
る
文
書
を
、
地
上
の
官
吏
が
地
下
の
官

張
家
山
漢
簡
《
津
関
令
》
と
漢
墓
簡
贋

二
一



二
二

吏
に
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
馬
王
堆
漢
墓
で
は
、
物
品
の
リ
ス
ト
を
送
る
と
い
う
文
書
を
副
葬
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
地
上
の
「
伝
」

を
示
唆
す
る
の
で
は
な
く
、
「
致
」
「
書
」
に
関
連
す
る
随
行
品
の
擬
制
文
書
と
み
な
し
た
。

　
ま
た
随
行
品
の
文
書
と
は
別
に
、
墓
主
が
罪
人
で
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
文
書
を
ふ
く
む
場
合
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
私
的
な
旅
行
に

必
要
な
条
件
と
み
な
せ
ば
、
同
じ
よ
う
に
地
上
の
交
通
を
反
映
す
る
資
料
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
漢
代
の
交
通
で
は
、
実
際
に
使
わ
れ
た
「
伝
」
「
符
」
や
「
致
」
と
と
も
に
、
漢
墓
に
副
葬
さ
れ
た
雄
健
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
制
度
の
実
態
を
理
解
す
る
こ
と
に
役
立
つ
と
考
え
る
。
さ
ら
に
簡
腰
の
研
究
で
は
、
遺
跡
の
文
書
と
、
古
墓
に
副

葬
さ
れ
た
資
料
を
区
別
す
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
社
会
に
お
け
る
情
報
伝
達
の
あ
り
方
が
、
別
の
形
態
で
示
さ
れ
た
類
似
の
ケ
ー
ス
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
簡
順
資
料
を
、
社
会
の
な
か
で
全
体
的
に
位
置
づ
け
る
視
点
が
み
え
て
く
る
。
つ
ま
り
遺
跡
の
簡
憤

が
、
実
際
に
使
わ
れ
た
文
書
や
そ
の
控
え
（
写
し
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
漢
墓
簡
憤
の
一
部
も
ま
た
、
地
上
の
世
界
を
反
映
し
た
擬
制

文
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
今
後
と
も
、
漢
代
の
交
通
と
情
報
伝
達
の
問
題
と
し
て
考
察
を
つ
づ
け
た
い
と
お
も
う
。

　
注
（
1
）
　
簡
順
資
料
の
概
略
は
、
大
庭
脩
『
木
簡
学
入
門
』
（
講
談
社
、
一
九
八
四
年
）
、
同
『
木
片
に
残
っ
た
文
字
－
中
国
木
簡
の
世
界
』
（
大
庭
博
子
、
二
〇
〇

　
　
三
年
）
、
永
田
英
正
『
挙
例
粗
研
の
研
究
』
序
章
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
）
や
、
駐
宇
審
・
段
書
安
編
著
『
本
世
紀
以
来
出
土
簡
吊
概
述
』
（
台
北
市
、

　
　
万
巻
楼
図
書
、
一
九
九
九
年
）
、
同
『
二
十
世
紀
出
土
簡
吊
総
述
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
中
な
ど
の
紹
介
が
あ
る
。

（
2
）
　
李
豊
明
・
劉
軍
『
簡
保
文
書
学
』
（
広
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
、
李
均
明
『
古
代
簡
腰
』
（
二
〇
〇
三
年
）
、
江
臨
海
『
古
代
官
文
書
制
度
』
（
広
西

　
　
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
の
ほ
か
、
永
田
英
正
「
文
書
行
政
」
（
『
股
周
秦
漢
時
代
史
の
基
本
問
題
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
、
籾
山
明
「
中
国
の

　
文
書
行
政
」
（
『
文
字
と
古
代
日
本
2
』
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）
　
思
想
史
や
出
土
文
献
に
つ
い
て
は
、
李
学
勤
『
簡
吊
侠
特
高
学
術
史
』
（
｝
九
九
四
、
江
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
李
下
『
浜
面
古
書
与
学
術
源



　
　
流
』
（
生
活
・
読
書
・
新
知
三
白
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
、
朱
淵
清
『
再
現
的
文
明
　
中
国
出
土
文
献
与
伝
統
学
術
』
（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一

　
　
年
）
、
海
淵
清
潔
、
高
木
智
見
訳
『
中
国
出
土
文
献
の
世
界
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
）
、
浅
野
裕
一
・
湯
浅
邦
弘
編
『
諸
子
百
家
〈
再
発
見
＞
1
掘
り
起

　
　
こ
さ
れ
る
古
代
中
国
思
想
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
多
く
の
紹
介
と
研
究
が
あ
る
。

（
4
）
　
松
原
弘
宣
「
日
本
古
代
交
通
研
究
と
文
字
資
料
」
、
拙
稿
「
中
国
出
土
資
料
と
古
代
社
会
」
（
以
上
、
『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
4
、
二
〇
〇
五
年
）
。

（
5
）
　
大
庭
脩
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
第
五
篇
第
一
章
「
二
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
（
一
九
五
四
、
創
文
社
、
一
九
八
二
年
）
、
同
『
漢
簡
研
究
』
第
二
篇

　
　
第
二
章
「
漢
代
の
符
と
致
」
（
『
漢
簡
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
二
年
）
、
大
庭
脩
著
、
徐
世
諸
訳
『
漢
語
研
究
』
（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一

　
　
年
）
な
ど
。

（
6
）
　
大
庭
前
掲
『
木
簡
学
入
門
』
、
同
「
冥
土
へ
の
旅
券
」
（
『
重
三
研
究
』
第
三
篇
第
三
章
）
。
な
お
徐
世
下
訳
『
同
日
研
究
』
で
は
、
「
前
往
冥
府
的
通
行
証
」

　
　
と
翻
訳
し
て
い
る
。

（
7
）
　
全
体
の
研
究
は
、
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
同
整
理
小
組
『
張

　
　
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』
釈
文
修
訂
本
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
や
、
朱
紅
林
『
張
家
山
漢
和
《
二
年
律
令
》
集
釈
』
（
社
会
科
学
文
献
出

　
　
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
、
票
万
進
『
張
家
山
漢
簡
《
奏
議
書
》
研
究
』
（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
の
ほ
か
、
「
三
国
時
代
出
土
文
字
資
料
の

　
　
研
究
」
班
「
江
陵
張
家
山
漢
墓
出
土
『
二
年
律
令
』
訳
注
稿
そ
の
（
　
、
二
、
三
）
」
（
『
東
方
学
報
』
京
都
七
六
～
七
八
、
二
〇
〇
四
～
〇
六
年
）
、
冨
谷
至

　
　
編
『
江
陵
張
家
山
二
四
七
号
墓
出
土
漢
律
令
の
研
究
』
訳
注
、
研
究
篇
（
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
8
）
　
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
「
甘
粛
敦
盛
豊
代
懸
儒
書
遣
捨
発
掘
回
報
」
、
同
「
毒
煙
遣
直
漢
簡
内
容
概
述
」
「
敦
煙
懸
泉
漢
簡
釈
文
選
」
（
以
上
、
『
文
物
』

　
　
二
〇
〇
五
年
五
期
）
、
胡
平
生
・
張
徳
芳
編
撰
『
敦
煙
懸
泉
漢
簡
釈
粋
』
（
上
海
古
韻
出
版
社
、
二
〇
〇
｝
年
）
。

（
9
）
　
大
庭
前
掲
「
漢
代
の
符
と
致
」
の
ほ
か
、
李
均
明
・
汐
留
前
掲
『
華
語
文
書
学
』
な
ど
。

（
1
0
）
李
寒
明
「
単
簡
所
反
映
的
関
津
制
度
」
（
『
歴
史
研
究
』
二
〇
〇
二
年
三
期
）
、
彰
浩
「
《
津
連
盟
》
的
年
代
与
文
書
格
式
」
（
『
鄭
州
大
学
学
報
』
二
〇
〇
二

　
年
三
期
）
、
楊
建
「
西
陣
初
期
士
関
制
度
研
究
」
（
『
官
地
出
土
簡
吊
文
献
思
想
研
究
』
湖
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
忌
、
陳
偉
「
張
家
山
漢
簡
《
津
関
令
》

　
　
渉
馬
諸
令
研
究
」
（
『
考
古
学
報
』
二
〇
〇
三
年
一
期
）
、
曹
旅
寝
「
《
津
関
令
》
三
山
」
（
前
掲
『
張
家
山
漢
律
研
究
』
）
な
ど
が
あ
る
。

（
1
！
）
　
大
庭
前
掲
「
漢
代
の
符
と
致
」
、
李
均
明
・
劉
軍
前
掲
『
簡
膿
文
書
学
』
の
ほ
か
、
籾
山
明
「
刻
歯
簡
騰
豊
平
1
漢
簡
形
態
論
の
た
め
に
」
（
『
木
簡
研
究
』

張
家
山
漢
簡
《
三
関
令
》
と
漢
墓
簡
憤

二
三



二
四

　
　
一
七
、
一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。

（
1
2
）
　
冨
谷
至
「
重
代
の
『
伝
』
に
つ
い
て
」
（
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
』
二
二
、
二
〇
〇
五
年
）
に
整
理
が
あ
る
。
ま
た
「
湖
南
長
沙
走
馬
楼
出
土
万
余
枚
西

　
　
漢
二
一
」
（
『
中
国
文
物
報
』
二
〇
〇
四
年
二
月
一
八
日
）
で
は
、
身
分
に
よ
っ
て
営
舎
の
規
格
が
異
な
る
こ
と
を
示
す
簡
憤
が
あ
る
と
い
い
、
コ
ニ
○
〇
三

　
　
年
長
沙
走
馬
二
品
漢
簡
膿
重
大
考
古
発
現
」
（
『
出
土
文
献
研
究
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
目
で
は
、
「
案
傳
舎
二
千
石
舎
西
南
向
。
馬

　
　
晦
日
所
。
並
表
丈
五
尺
。
当
節
尺
。
〔
牝
牡
〕
瓦
各
十
九
枚
．
竹
馬
仰
四
。
井
袖
留
一
具
不
見
。
磨
壊
敗
」
と
あ
る
記
事
が
、
量
売
な
ど
高
級
官
吏
を
接
待

　
　
す
る
伝
舎
と
説
明
し
て
い
る
。

（
1
3
）
　
李
均
明
前
掲
「
直
島
所
反
映
石
墨
津
制
度
」
。
ま
た
『
奏
講
書
』
案
件
3
に
は
、
高
祖
十
年
（
前
一
九
七
）
七
月
に
菅
菰
か
ら
、
臨
蘭
曲
の
獄
史
が
他
人

　
　
の
伝
を
使
っ
て
、
函
谷
関
を
抜
け
よ
う
と
し
た
事
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
。
十
年
七
月
辛
卯
朔
癸
巳
。
感
状
、
丞
慧
敢
謝
之
。
土
日
。
園
田
獄
照
照
令
女
子
南
冠
縞
冠
。
詳
病
腓
車
中
。
襲
大
夫
虞
傳
。
以
闘
出
關
。
・
今
閾

　
　
　
　
日
。
南
齊
國
族
田
氏
。
徒
虞
長
安
。
閾
送
行
。
嬰
為
妻
。
與
楷
蹄
臨
蒲
。
未
出
關
。
得
。
宮
如
劾
。
・
南
言
如
劾
及
閾
。
…
…
・
十
年
八
月
庚
申
朔

　
　
　
　
癸
亥
。
大
僕
不
害
行
廷
尉
事
。
謂
胡
音
夫
識
管
鑓
閾
。
講
固
有
審
。
廷
以
聞
。
閾
當
鯨
為
墨
筆
。
官
署
律
令
。

　
　
　
か
れ
は
斉
国
の
名
族
・
田
氏
の
娘
を
不
当
に
嬰
っ
て
、
関
所
を
抜
け
諸
侯
王
国
に
行
こ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
県
で
は
、
姦
淫
罪
や
、
諸
侯
王
国
に
逃
亡

　
　
さ
せ
た
罪
な
ど
を
議
論
し
て
お
り
、
中
央
の
裁
可
は
「
黙
城
旦
」
の
刑
と
し
た
。
こ
こ
か
ら
曹
旅
寧
前
掲
「
《
津
関
令
》
考
述
」
で
は
、
高
祖
十
年
ま
で
に

　
　
本
条
の
規
定
が
な
か
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
案
件
で
は
、
関
所
の
出
入
り
よ
り
も
、
諸
侯
王
国
へ
の
逃
亡
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
す
ぐ
に
は
関
所

　
　
の
規
定
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
案
件
か
ら
は
、
関
所
の
出
入
り
に
関
す
る
規
定
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
諸
侯
王
国
の
問
題
の
ほ
う
が
大
き

　
　
く
、
そ
こ
で
奏
謝
の
対
象
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
1
4
）
　
大
庭
前
掲
「
壁
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
、
李
均
明
・
劉
軍
前
掲
『
簡
騰
文
書
学
』
。
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
居
膳
漢
簡
甲
乙
編
』
上
下
（
中

　
　
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
の
番
号
に
よ
る
。

（
1
5
）
　
李
均
明
前
掲
「
漢
簡
所
反
映
的
関
野
制
度
」
。
写
真
は
、
前
掲
「
甘
粛
敦
煙
具
台
網
泉
置
遺
玩
発
掘
区
報
」
に
よ
る
。

（
！
6
）
注
（
8
）
参
照
。
こ
の
ほ
か
張
徳
芳
「
懸
羅
漢
熱
中
的
“
伝
信
簡
”
考
究
」
（
『
出
土
文
献
研
究
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
、
馬
恰

　
　
「
懸
泉
南
簡
“
失
亡
単
信
冊
”
補
考
」
（
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
、
二
〇
〇
六
年
六
月
二
二
日
）
が
あ
る
b
両
者
に
は
、
若
干
の
釈
文
の
違
い
が
あ
り
、



　
　
た
と
え
ば
馬
氏
は
「
書
到
。
務
（
備
）
。
母
語
（
解
）
随
（
惰
）
。
如
律
令
。
」
②
。
。
♂
と
解
釈
し
て
い
る
。

（
1
7
）
　
大
庭
前
掲
「
二
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
で
は
、
『
漢
書
』
平
帝
紀
の
元
始
五
年
条
に
付
け
ら
れ
た
如
静
注
引
く
雷
文
に
、
「
律
諸
里
腹
傳
。
及
獲
駕

　
　
置
傳
者
。
皆
皆
五
寸
木
鼻
信
。
落
忌
御
史
大
夫
印
章
」
と
あ
る
記
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
、
長
さ
を
の
ぞ
け
ば
、
亜
属
置
漢
簡
の
皇
帝
神
爵

　
　
四
年
の
木
簡
．
や
、
《
失
亡
伝
信
冊
》
第
一
簡
と
】
致
し
て
い
る
。

（
1
8
）
　
張
徳
芳
前
掲
「
懸
泉
漢
簡
中
的
“
伝
信
簡
”
考
述
」
は
、
伝
信
の
格
式
に
よ
っ
て
分
類
し
、
そ
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
伝
信
の
形

　
　
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
従
者
は
車
に
同
乗
す
る
者
に
限
ら
れ
て
お
り
、
他
の
随
行
品
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

（
1
9
）
　
大
庭
前
掲
「
漢
意
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
。
な
お
大
庭
氏
は
、
私
用
の
旅
行
者
が
用
い
た
証
明
を
「
繁
」
と
み
な
し
て
い
る
が
、
引
用
す
る
居
延
漢
簡

　
　
一
七
〇
簡
で
も
「
伝
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
公
用
出
張
の
「
伝
」
に
対
し
て
、
私
用
旅
行
の
「
伝
」
と
し
て
お
く
。

（
2
0
）
　
陳
偉
前
掲
「
張
家
山
漢
簡
《
津
関
令
》
渉
馬
立
令
研
究
」
。
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
』
釈
文
修
訂
本
で
は
、
字
句
の
修
訂
に
と
ど
め
、
配
列
の
変
更
を
し
て

　
　
い
な
い
が
、
彰
浩
「
談
《
二
年
律
令
》
中
幾
種
壷
的
分
類
與
編
連
」
、
張
家
山
漢
簡
研
読
班
「
張
家
山
漢
簡
《
二
年
律
令
》
校
読
記
」
な
ど
、
配
列
に
関
す

　
　
る
論
文
を
収
録
し
て
い
る
。
陳
偉
氏
の
復
元
で
は
、
「
竹
簡
の
整
理
番
号
・
対
照
表
」
と
出
土
位
置
に
よ
る
と
竹
簡
が
離
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
な
お
検

　
　
討
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
《
津
君
国
》
に
み
え
る
命
令
の
形
式
は
、
大
庭
脩
「
張
家
山
二
年
律
令
簡
中
の
津
関
令
に
つ
い
て
」
（
『
史
料
』
一
七
九
、
皇
學

　
　
館
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
〇
二
年
）
、
拙
稿
「
張
家
山
属
従
《
津
関
令
》
と
詔
書
の
伝
達
」
（
『
資
料
学
．
の
方
法
を
探
る
』
6
、
愛
媛
大
学
法
文
学
部
、
二

　
　
〇
〇
七
年
）
な
ど
で
説
明
し
て
い
る
。

（
2
1
）
　
李
均
明
、
陳
偉
前
掲
論
文
。
こ
の
ほ
か
李
天
虹
「
漢
簡
“
門
中
”
考
辮
」
（
『
文
史
』
二
〇
〇
四
年
二
期
）
が
あ
る
。

（
2
2
）
前
掲
『
敦
煙
懸
泉
漢
簡
釈
粋
』
八
「
～
八
四
頁
。

（
2
3
）
　
大
庭
前
掲
「
漢
代
の
符
と
致
」
。

（
2
4
）
注
（
6
）
、
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
「
江
陵
鳳
風
山
皿
六
八
号
漢
墓
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
九
三
年
四
期
）
参
照
。
こ
の
ほ
か
黄
盛
璋
「
江
陵
鳳
男
山

　
　
漢
墓
出
土
称
銭
衡
露
地
策
与
歴
史
地
理
問
題
」
（
一
九
七
七
、
『
歴
史
地
理
与
考
古
論
叢
』
斉
魯
千
社
、
一
九
八
二
年
）
、
佐
原
康
夫
「
江
陵
鳳
登
山
漢
簡
再

　
　
考
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
六
一
i
三
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
が
あ
り
、
胡
平
生
・
李
天
虹
『
長
江
流
域
出
土
簡
憤
与
研
究
』
（
湖
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
四

　
　
年
）
は
、
秦
漢
墓
の
竹
綾
・
簡
植
を
全
体
的
に
考
察
し
て
い
る
。

張
家
山
漢
簡
《
津
関
令
》
と
漢
墓
簡
憤

二
五



二
六

（
2
5
）
　
前
掲
『
長
江
流
域
出
土
三
幅
与
研
究
』
、
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
・
随
州
市
考
古
隊
編
著
『
若
州
孔
家
披
漢
盛
合
贋
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
目
。

（
2
6
）
　
湖
北
省
荊
州
博
物
館
編
著
『
荊
州
高
台
秦
漢
墓
』
（
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
2
7
）
　
籾
山
明
「
湖
南
龍
山
里
耶
秦
簡
概
述
」
（
『
中
国
古
代
訴
訟
制
度
の
研
究
』
京
都
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
。

（
2
8
）
　
こ
れ
ま
で
陳
松
長
「
馬
瀬
堆
三
号
漢
首
木
騰
談
論
」
（
『
文
物
』
一
九
九
四
年
六
期
）
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。
な
お
湖
南
省
博
物
館
、
湖
南
省
文
物
考
古
研

　
　
究
所
『
長
沙
馬
王
三
二
、
三
号
漢
墓
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
「
藏
」
を
「
葬
」
と
読
ん
で
い
る
。

（
2
9
）
　
前
掲
『
敦
煙
懸
垂
漢
草
堂
粋
』
。
ま
た
永
田
前
掲
『
居
丈
漢
簡
の
研
究
』
、
同
「
高
腰
の
古
文
書
学
」
（
『
近
江
歴
史
・
考
古
論
集
』
．
滋
賀
大
学
教
育
学
部
歴

　
　
史
学
研
究
室
、
一
九
九
六
年
）
で
は
、
帳
簿
な
ど
に
送
り
状
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
文
書
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
0
）
　
遣
策
に
つ
い
て
は
、
彰
浩
「
戦
国
時
期
的
遣
策
」
（
『
孫
譲
研
究
』
第
二
輯
、
法
律
出
版
社
、
｝
九
九
六
年
）
が
あ
る
。

（
3
1
）
　
劉
信
芳
、
梁
柱
『
雲
夢
龍
商
秦
簡
』
（
科
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
。
中
国
文
物
研
究
所
、
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
龍
醐
秦
簡
』
（
中
華
書
込
、

　
　
二
〇
〇
］
年
）
に
は
、
簡
腰
概
述
の
ほ
か
、
李
学
勤
「
雲
壌
龍
山
岡
三
腰
試
釈
」
、
黄
盛
璋
「
雲
夢
龍
車
六
号
秦
叉
木
績
与
陣
地
策
」
、
胡
平
生
「
雲
夢
龍
崩

　
　
六
号
秦
墓
墓
詩
話
」
、
劉
国
勝
「
雲
夢
龍
田
岡
簡
腰
考
釈
補
正
及
其
相
関
問
題
劇
探
討
」
な
ど
を
収
録
し
、
釈
文
に
関
す
る
考
察
が
あ
る
。

（
3
2
）
　
籾
山
明
「
龍
山
岡
六
号
秦
墓
出
土
の
乞
鞠
木
騰
」
（
前
掲
『
中
国
古
代
訴
訟
制
度
の
研
究
』
）
。

（
3
3
）
　
前
掲
『
長
江
流
域
出
土
簡
蹟
与
研
究
』
四
七
一
頁
。

（
3
4
）
　
木
画
に
は
「
冊
七
年
」
「
甜
八
年
」
と
い
う
年
代
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
広
陵
属
王
の
紀
年
で
、
宣
帝
野
飼
元
年
（
前
七
二
）
、
本
塩
二
年
（
前
七
一
）
に
あ

　
　
た
る
と
考
証
し
て
い
る
。

（
3
5
）
　
日
本
の
養
老
公
式
令
過
所
の
条
で
は
、
A
通
行
の
理
由
な
ど
、
通
過
す
る
関
と
目
的
地
、
B
随
行
の
人
、
物
、
馬
牛
な
ど
、
C
年
月
日
、
発
給
す
る
官

　
　
司
な
ど
を
、
過
所
（
通
行
証
）
の
条
件
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
人
の
通
行
と
、
随
行
す
る
人
・
物
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
風
鳥
で
分
か
れ
て

　
　
い
た
条
件
が
、
日
本
の
規
定
の
も
と
に
な
っ
た
唐
代
に
は
、
す
で
に
一
緒
の
条
件
に
な
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
漢
代
で
も
一
緒
に
記
さ
れ
る
場
合
が
あ

　
　
る
の
か
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
秦
野
罧
『
唐
代
過
所
研
究
』
（
中
華
豊
里
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
永
田
英
明
「
通
行
証
」
（
『
文
字
と
古
代
日
本
3
』
、

　
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
参
照
。
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版

『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
上
冊
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書
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江
陵
鳳
鳳
山
一
六
八
号
漢
墓
…
竹
憤
N
α
①
（
『
考
古
学
報
』
　
一
九
九
三
年
四
期
）

譜
翻
醜

灘
騨
　

．
羅
難

『
長
沙
馬
王
堆
一
一
、
三
号
漢
墓
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
木
廣

繁
燃
雛
灘
難
難
黙
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
難
織
懸
購
騰
r

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
二
〇
〇
六
年
一

文
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
張
家
山
漢
簡
《
津
関
門
》
と
漢
墓
簡
順

一
月
↓
○
日
に
「
中
国
簡
国
学
国
際
論
壇
二
〇
〇
六
」
（
於
武
漢
大
学
）
で
報
告
し
た
論
文
の
日
本

二
九


